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新春特別企画

黒田家の刀剣と甲冑展

特別展示室 B

特別展示解説

21、朱漆塗合子形兜・黒糸威五枚胴具

足・小具足付（黒田孝高・光之所用）　

は
じ
め
に

　

黒
田
家
は
、
江
戸
時
代
に
十
二
代
に
わ
た
っ

て
筑ち

く

前ぜ
ん
の

国く
に

の
ほ
ぼ
全
域
（
福
岡
県
の
北
西
部
）

を
治
め
た
大だ

い

名み
ょ
うで
す
。
石こ
く

高だ
か

で
み
れ
ば
全
国
で

七
番
目
の
規
模
で
、
領
内
の
人
口
は
三
〇
万
人

あ
ま
り
を
数
え
ま
し
た
。
居
城
は
福
岡
城
で
、

そ
の
城
下
の
す
ぐ
東
に
は
、
古
来
、
国
際
貿
易

港
と
し
て
栄
え
た
博は

か
た多

が
あ
り
、
江
戸
時
代
に

は
福
岡
・
博
多
で
計
四
万
人
程
の
人
々
が
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。

　

同
家
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
人
物

は
、
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

の
参
謀
と
し
て
名
を
馳
せ
た

黒
田
孝よ

し

高た
か

（
官か
ん

兵び
ょ
う

衛え

、
如じ
ょ

水す
い

、
一
五
四
六
～

一
六
〇
四
）
と
、
そ
の
息
子
で
初
代
福
岡
藩
主

と
な
っ
た
長な

が

政ま
さ

（
一
五
六
八
～
一
六
二
三
）
の

二
人
で
す
。
播は
り

磨ま
の

国く
に

御ご

着ち
ゃ
く（
兵
庫
県
姫
路
市
）

の
小
寺
家
の
家
来
か
ら
福
岡
藩
主
と
な
っ
た
黒

田
家
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
は
こ
の
親
子
の

活
躍
な
く
し
て
は
語
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
黒
田
長
政
生
誕
四
五
〇
年
に
あ
た

る
本
年
、
新
春
特
別
企
画
と
し
て
「
黒
田
家
の

刀
剣
と
甲
冑
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
黒
田

家
歴
代
当
主
愛
用
の
品
々
に
は
果
た
し
て
ど
の

よ
う
な
物
語
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
刀
剣
と
甲
冑
か
ら
み
た
黒
田
家
の
歴
史
を

ど
う
ぞ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

黒
田
家
の
刀
剣

　

現
在
、
黒
田
家
伝
来
品
と
し
て
当
館
が
所
蔵

し
て
い
る
刀
剣
類
は
二
五
口ふ

り

（
太た

刀ち

一
、刀
九
、

脇わ
き

差ざ
し

三
、
短
刀
二
、
鎗や
り

七
、
薙な
ぎ

刀な
た

三
）
で
す
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
後
期
の
黒
田
家
の
刀
剣
台

帳
に
は
三
〇
〇
口
以
上
も
の
刀
剣
が
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
時
刀
剣
が
贈
答
品
と

し
て
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

家
、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

、
大
名
の
間
で
頻
繁
に
往

来
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。
し
か
し
、
明め

い

治じ

以

降
、
そ
う
し
た
刀
剣
の
贈
答
と
い
う
慣
習
が
無

く
な
っ
て
か
ら
は
、
黒
田
家
の
刀
剣
も
美
術
品

と
し
て
売
却
さ
れ
た
り
、
旧
家
臣
や
ゆ
か
り
の

人
々
に
譲
り
渡
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
そ
の
数
を

徐
々
に
減
ら
し
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
ま
で
黒

田
家
に
残
っ
た
刀
剣
類
は
、
し
た
が
っ
て
、
売

却
や
震
災
、
戦
火
と
い
っ
た
危
機
を
く
ぐ
り
抜

け
て
現
在
ま
で
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
品
々

と
言
え
ま
す
。
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
刀
剣
は
黒
田
家
の
歴
史
を
物
語
る
重
要
な

品
々
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
手
放
さ
れ
な
か
っ

た
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
黒
田
長
政
が
こ
の
鎗
で
筑
前
一
国

を
手
に
入
れ
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
と
な
っ
て

い
る
「
一い

っ

国こ
く

長な
が

吉よ
し

」
や
、
長
政
の
愛
刀
と
し
て

江
戸
時
代
後
期
に
は
長
政
を
祀ま

つ

る
神
社
に
写
し

が
「
御ご

宝ほ
う

器き

」
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
「
二に

字じ

国く
に

俊と
し

」
な
ど
長
政
ゆ
か
り
の
刀
剣
が

出
品
さ
れ
る
他
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
二
つ
の
「
金き

ん

霰あ
ら
れ

鮫さ
め

青せ
い

漆し
つ

打う
ち

刀が
た
な

拵こ
し
ら
え」

を
比
較
で
き
る
よ
う
に
並
べ
て
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
っ
く
り
な
こ
の
二
つ
の
拵
え
を
ぜ

ひ
近
く
で
じ
っ
く
り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。

黒
田
家
の
甲
冑

　

大
名
家
に
伝
来
す
る
道
具
は
大
ま
か
に
「
表

お
も
て

道ど
う

具ぐ

」
と
「
奥お
く

道ど
う

具ぐ

」
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

表
道
具
と
は
甲
冑
や
刀
剣
類
と
い
っ
た
品
々
で

大
名
と
し
て
公
式
な
場
面
で
使
わ
れ
る
道
具
類

で
す
。一
方
、奥
道
具
と
は
大
名
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
場
面
で
使
用
す
る
道
具
類
で
、
婚
礼
調
度

や
能
装
束
、
茶
道
具
と
い
っ
た
品
々
が
そ
れ
に

当
た
り
ま
す
。
黒
田
家
は
他
の
大
名
と
比
べ
て

奥
道
具
の
残
り
具
合
が
極
端
に
少
な
い
の
で
す

が
、
表
道
具
の
内
、
甲
冑
は
歴
代
当
主
の
分
が

ほ
ぼ
全
て
残
っ
て
お
り
、そ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
黒

田
資
料
」
と
呼
ば
れ
る
資
料
群
の
大
き
な
特
徴

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

黒
田
家
の
甲
冑
の
特
徴
は
、
黒
田
長
政
の
兜

か
ぶ
と

の
デ
ザ
イ
ン
が
後
世
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
と

い
う
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
長
政
と

い
え
ば
、
水す

い

牛ぎ
ゅ
うの

角
を
あ
し
ら
っ
た
桃も

も

形な
り

兜
を

身
に
着
け
た
姿
が
江
戸
時
代
に
は
一
般
的
で
、

勇
ま
し
い
そ
の
姿
が
多
く
の
絵
画
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。今
回
展
示
す
る
三
代
光み

つ

之ゆ
き（
一
六
二
八

～
一
七
〇
七
）
の
兜
も
鉢
の
形
は
違
い
ま
す
が

長
政
の
兜
に
匹
敵
す
る
長
大
な
水
牛
の
脇わ

き

立だ
て

を

備
え
て
い
ま
す
。
こ
の
光
之
の
甲
冑
は
そ
の
後

の
当
主
が
初
め
て
甲
冑
を
身
に
つ
け
る
「
具ぐ

足そ
く

初は
じ

め
」
の
儀
式
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
子
孫
た

ち
が
長
政
の
武
功
に
あ
や
か
ろ
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
政
が
関せ

き

ヶが

原は
ら

の
戦
い
で
身
に
つ
け

た
と
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
兜
・
一い

ち

の
谷た
に

形な
り

兜
も

二
代
、
六
代
、
十
一
代
、
十
二
代
と
同
じ
デ
ザ

イ
ン
の
も
の
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
一
代
長な

が

溥ひ
ろ

（
一
八
一
一
～
一
八
八
七
）
と
十
二
代
長な
が

知と
も

（
一
八
三
九
～
一
九
〇
二
）
は
、
一
の
谷
形
兜

だ
け
で
な
く
、
水
牛
脇
立
兜
も
作
ら
せ
て
い
ま

す
。
幕ば

く

末ま
つ

の
難
局
を
長
政
の
力
を
借
り
て
乗
り

切
ろ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

歴
代
当
主
の
甲
冑
が
こ
こ
ま
で
並
ぶ
の
は
平

成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
秋
に
開
催
し
た
「
黒

田
家
・
そ
の
歴
史
と
名
宝
展
」
以
来
、
十
五
年

ぶ
り
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
機
会

に
歴
代
当
主
の
甲
冑
を
見
比
べ
て
く
だ
さ
い
。



藩祖・黒田孝
よ し

高
たか

（官兵衛、如水　59才）
天文15（1546）年11月29日生
慶長9（1604）年3月20日没

父は黒田職
も と

隆
たか

左：21 黒糸威五枚胴具足　

中上：14 金霰鮫青漆打刀拵（重要文化財、「安宅切」の拵）

中下：15 金霰鮫青漆打刀拵（国宝、「圧切長谷部」の拵）

上：1 大身鎗　名物「一国長吉」　

下：2 刀「二字国俊」

右：22 黒漆塗南蛮鉢歯朶前立兜

左：23 黒漆叩塗帽子形兜

初代・黒田長
なが

政
ま さ

（56才、23年）
永禄11（1568）年12月3日生
元和9（1623）年8月4日没

父は黒田孝高

右：3 短刀　銘 「吉光」 ・ 金梨子地藤巴紋蒔絵合口拵

中：24 黒漆塗鯰尾形兜･鶉巻紺糸威丸胴具足・小具足付

左：25 銀泥塗一の谷形兜･茶糸威五枚胴具足・小具足付

二代・黒田忠
ただ

之
ゆき

（53才、31年）
慶長7（1602）年11月9日生
承応3（1654）年2月12日没

父は黒田長政

三代・黒田光
みつ

之
ゆき

（80才、34年）
寛永5（1628）年5月16日生
宝永4（1707）年5月20日没

父は黒田忠之

右：26 鉄錆地六十二間星兜水牛脇立付･黒糸素掛威丸胴具足・小具足付

中：21 朱漆塗合子形兜

左：4  刀　「行光」・黒漆塗打刀拵



四代・黒田綱
つな

政
ま さ

（53才、23年）
万治2（1659）年8月11日生
正徳元（1711）年6月18日没

父は黒田光之27、黒糸威丸胴具足

五代・黒田宣
のぶ

政
ま さ

（60才、8年）
貞享2（1685）年5月9日生

延享元（1744）年8月10日没

父は黒田綱政28、紺糸威二枚胴具足

六代・黒田継
つぐ

高
たか

（73才、50年）
元禄16（1703）年8月11日生
安永4（1775）年6月17日没

父は黒田長
なが

清
きよ

、祖父は光之

29、黒糸威五枚胴具足

七代・黒田治
はる

之
ゆき

（30才、12年）
宝暦2（1752）年12月1日生
天明元（1781）年8月21日没

父は徳川宗
むね

尹
ただ30、萌黄糸威波頭桶側二

枚胴具足

八代・黒田治
はる

高
たか

（29才、6ヶ月）
宝暦4（1754）年5月28日生
天明2（1782）年8月21日没

父は京
きょうごくたかよし

極高慶31、茶糸威二枚胴具足

九代・黒田斉
な り

隆
たか

（19才、13年）
安永6（1777）年9月21日生
寛政7（1795）年6月23日没

父は徳川治
はる

済
さ だ

32、薄茶糸威二枚胴具足

十代・黒田斉
な り

清
きよ

（57才、39年）
寛政7（1795）年2月6日生

嘉永4（1851）年正月26日没

父は黒田斉隆33、紺糸威五枚胴具足

十一代・黒田長
なが

溥
ひろ

（77才、35年）

文化8（1811）年3月1日生
明治20（1887）年3月6日没

父は島
し ま づ し げ ひ で

津重豪

十二代・黒田長
なが

知
と も

（65才、4ヶ月）
天保9（1838）年12月19日生
明治35（1902）年1月7日没

父は藤
とうどうたかゆき

堂高猷 34、紺糸威五枚胴具足35、紺糸威五枚胴具足36、紺糸威五枚胴具足

※
（　

）
内
は
享
年
と
藩
主
在
任
期
間
、
年
齢
は
数
え

年
、
数
字
は
資
料
番
号
、
四
代
以
降
の
甲
冑
の
名
称

は
一
部
省
略
し
た
。
肖
像
画
・
肖
像
写
真
は
全
て
福

岡
市
博
物
館
の
所
蔵
品
。



福
岡
市
博
物
館
　
　
〒
八
一
四
―
〇
〇
〇
一

福
岡
市
早
良
区
百
道
浜
三
丁
目
一
番
一
号

☎ 

〇
九
二
―
八
四
五
―
五
〇
一
一

展
示
資
料
一
覧

【
黒
田
家
の
刀
剣
】

１ 

大
身
鎗　

名
物
「
一
国
長
吉
」
／
室
町
時

代
（
十
五
～
十
六
世
紀
）
／
銘
「
長
吉
作
」、

黒
田
長
政
所
用
／
一
口

２ 

刀　

「
二
字
国
俊
」
／
鎌
倉
時
代
（
十
三
～

十
四
世
紀
）
／
伝
国
俊
作
、
黒
田
長
政
所
用
／

一
口

３ 

短
刀　

銘
「
吉
光
」
、
金
梨
子
地
藤
巴
紋
蒔

絵
合
口
拵
／
刀
身
：
鎌
倉
時
代
（
十
三
～
十
四

世
紀
）、拵
：
江
戸
時
代（
十
七
世
紀
）／
刀
身
：

吉
光
作
、
拵
：
不
詳
、
黒
田
忠
之
が
徳
川
家
康

か
ら
拝
領
／
一
口

４ 

刀　

「
行
光
」
、
黒
漆
塗
打
刀
拵
／
刀
身
：

鎌
倉
時
代
（
十
三
～
十
四
世
紀
）、
拵
：
江
戸

時
代
（
十
七
～
十
八
世
紀
）
／
刀
身
：
伝
行
光

作
、
拵
：
不
詳
、
黒
田
光
之
が
徳
川
家
光
か
ら

拝
領
／
一
口

５ 

刀　

「
吉
岡
一
文
字
」
、
黒
漆
塗
青
貝
入
打

刀
拵
／
刀
身
：
鎌
倉
時
代
（
十
三
～
十
四
世

紀
）、
拵
：
室
町
時
代
～
江
戸
時
代
（
十
六
～

十
九
世
紀
）
／
拵
：
不
詳
、
黒
田
長
清
が
黒
田

光
之
か
ら
拝
領
／
一
口

６ 

脇
差　

銘
「
康
光
」
、
黒
漆
塗
青
貝
入
脇
差

拵
／
刀
身
：
室
町
時
代
（
十
四
～
十
五
世
紀
）、

拵
：
室
町
時
代
～
江
戸
時
代
（
十
六
～
十
九
世

紀
）
／
刀
身
：
康
光
作
、
拵
：
不
詳
、
黒
田
継

高
が
黒
田
光
之
か
ら
拝
領
／
一
口

７ 

黒
田
家
譜
／
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年
成

立
／
貝
原
篤
信
他
編
／
十
五
冊
の
内

８ 

金
銀
道
具
之
帳
控
／
元
和
九
（
一
六
二
三
）

年
／
黒
田
長
政
よ
り
黒
田
忠
之
あ
て
／
一
冊

９ 

日
光
一
文
字
拵
注
文
／
元
和
九（
一
六
二
三
）

年
／
黒
田
忠
之
よ
り
埋
忠
明
寿
あ
て
／
一
通

10 

黒
田
家
重
宝
故
実
／
江
戸
時
代
（
十
七
～

十
八
世
紀
）
成
立
／
作
者
不
詳
／
一
冊

11 

御
譲
御
道
具
目
録
／
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）

年
十
二
月
／
黒
田
光
之
よ
り
黒
田
綱
政
あ
て
／

一
通

12 

御
目
貫
之
次
第
／
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）

年
以
前
／
黒
田
光
之
／
一
通

13 

黒
田
家
刀
剣
目
録
／
江
戸
時
代
後
期（
十
九

世
紀
）
／
作
者
不
詳
／
七
冊
の
内

14 

金
霰
鮫
青
漆
打
刀
拵
（
重
要
文
化
財
）（
刀

　
名
物
「
安
宅
切
」
の
拵
）
／
桃
山
～
江
戸
時

代
（
十
六
～
十
七
世
紀
）
／
埋
忠
明
寿
作
ヵ
／

一
口

15 
金
霰
鮫
青
漆
打
刀
拵
（
国
宝
）（
刀
　
名
物

「
圧
切
長
谷
部
」
の
拵
）
／
江
戸
時
代
（
十
九

世
紀
）
／
一
乗
斉
毛
利
光
則
作
ヵ
／
一
口

16 

高
彫
色
絵
張
果
老
図
木
瓜
形
鉄
鐔
（
重
要

美
術
品
）
／
桃
山
時
代
（
十
六
世
紀
）
／
金
家

作
／
一
枚

17 

八
景
図
鉄
鐔
／
江
戸
時
代
（
十
七
世
紀
）

信
家
作
／
一
枚

18 

赤
銅
製
龍
図
大
小
鐔
／
江
戸
時
代
（
十
九

世
紀
）
／
後
藤
一
乗
作
／
二
枚

19 

金
無
垢
牡
丹
唐
獅
子
図
三
所
物
／
江
戸
時

代（
十
八
～
十
九
世
紀
）／
後
藤
光
守
作
／
一
組

20 

赤
銅
製
魚
々
子
地
馬
具
図
小
柄
お
よ
び
笄

／
室
町
時
代
～
江
戸
時
代（
十
五
～
十
七
世
紀
）

／
小
刀
：
政
常
作
、
小
柄
・
笄
：
後
藤
宗
乗
作

／
一
組

【
黒
田
家
の
甲
冑
】

21 

朱
塗
合
子
形
兜
・
黒
糸
威
五
枚
胴
具
足
・

小
具
足
付
／
兜
：
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
、

胴
：
桃
山
時
代
（
十
六
世
紀
）
／
兜
：
春
田
次

兵
衛
・
岩
井
勘
之
丞
ほ
か
作
、
黒
田
如
水
・
黒

田
光
之
所
用
／
一
領

22 

黒
漆
塗
南
蛮
鉢
歯
朶
前
立
兜
／
桃
山
時
代

（
十
六
世
紀
）
／
黒
田
長
政
が
徳
川
家
康
か
ら

拝
領
／
一
頭

23 

黒
漆
叩
塗
帽
子
形
兜
／
江
戸
時
代
（
十
七

世
紀
）
／
黒
田
長
政
所
用
／
一
頭

24 

黒
漆
塗
鯰
尾
形
兜･

鶉
巻
紺
糸
威
丸
胴
具

足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代
（
十
七
世
紀
）
／

黒
田
忠
之
所
用
／
一
領

25 

銀
泥
塗
一
の
谷
形
兜･

茶
糸
威
五
枚
胴
具

足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代
（
十
七
世
紀
）
／

黒
田
忠
之
所
用
／
一
領

26 

鉄
錆
地
六
十
二
間
星
兜
水
牛
脇
立
付･

黒

糸
素
掛
威
丸
胴
具
足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代

（
十
七
世
紀
）
／
黒
田
光
之
ほ
か
所
用
／
一
領

27 

鉄
錆
地
三
十
八
間
星
兜
藤
巴
後
立
付･

黒

糸
威
丸
胴
具
足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代（
十
七

世
紀
）
／
黒
田
綱
政
所
用
／
一
領

28 

鉄
錆
地
六
十
二
間
筋
兜･

紺
糸
威
二
枚
胴

具
足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代
（
十
八
世
紀
）

／
黒
田
宣
政
所
用
／
一
領

29 

銀
箔
押
一
の
谷
形
兜
・
紺
糸
威
五
枚
胴
具

足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代
（
十
八
世
紀
）
／

黒
田
継
高
所
用
／
一
領

30 

黒
漆
塗
十
六
間
筋
兜･

萌
黄
糸
威
波
頭
桶

側
二
枚
胴
具
足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代（
十
八

世
紀
）
／
黒
田
治
之
所
用
／
一
領

31 

鉄
錆
地
五
十
四
間
筋
兜
歯
朶
前
立
付･

茶

糸
威
二
枚
胴
具
足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代

（
十
八
世
紀
）
／
黒
田
長
清
・
黒
田
治
高
所
用

／
一
領

32 

黒
漆
塗
三
十
二
間
筋
兜
藤
巴
前
立
付･

薄

茶
糸
威
二
枚
胴
具
足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代

（
十
八
世
紀
）
／
黒
田
斉
隆
所
用
／
一
領

33 

黒
漆
塗
三
十
二
間
筋
兜･

紺
糸
威
五
枚
胴

具
足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代
（
十
九
世
紀
）

／
黒
田
斉
清
所
用
／
一
領

34 

銀
泥
塗
一
の
谷
形
兜･

黒
糸
威
五
枚
胴
具

足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代
（
十
九
世
紀
）
／

黒
田
長
溥
所
用
／
一
領

35 

銀
泥
塗
一
の
谷
形
兜･

紺
糸
威
五
枚
胴
具

足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代
（
十
九
世
紀
）
／

黒
田
長
知
所
用
／
一
領

36 

黒
漆
塗
桃
形
水
牛
脇
立
兜･

紺
糸
威
五
枚

胴
具
足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代
（
十
九
世
紀
）

／
黒
田
長
知
所
用
／
一
領

37 

銀
大
中
刳
大
盔
旗
脇
立
頭
形
兜
／
桃
山
時

代
（
十
六
世
紀
）
／
黒
田
一
成
所
用
／
一
頭

38 

鉄
錆
地
置
手
拭
形
大
小
頭
立
兜
・
紺
糸
威

五
枚
胴
具
足
・
小
具
足
付
／
桃
山
時
代
（
十
六

世
紀
）
／
黒
田
一
成
所
用
／
一
領

39 

黒
漆
塗
頭
形
熨
斗
前
立
兜
・
紺
糸
威
二
枚

胴
具
足
・
小
具
足
付
／
江
戸
時
代
（
十
七
世
紀
）

／
黒
田
一
任
所
用
／
一
領

40 

朱
漆
塗
頭
形
刳
半
月
脇
立
兜
・
紺
糸
威
二

枚
胴
具
足
・
小
具
足
付
／
桃
山
～
江
戸
時
代

（
十
六
～
十
七
世
紀
）
／
野
口
一
成
所
用
／
一

領※
全
て
館
蔵
。
１
～
36
は
黒
田
資
料
、
37
～
39

は
三
奈
木
黒
田
家
資
料
、40
は
購
入
資
料
で
す
。


